
【発行者より】 「新横浜新聞～しんよこ新聞」は2016年7月の創刊
から8周年。港北区内はもちろん、新横浜線で沿線となった羽沢
横浜国大駅の話題なども多く記事が読まれています。より活気あ
る「地域まちづくり」に寄与する媒体運営に努めてまいります。

● 大倉山地区の新会長に竹﨑さんが就任

新横浜の街が歩んだ60年の“歴史”伝える、まちづくりの新たな挑戦も
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地域のニュース

新横浜・大豆戸・菊名・大倉山・新羽など新横浜近郊エリアの「地域インターネット新聞」ダイジェスト版です

「しんよこ新聞」はパソコン・スマートフォン・タブレットでどなたも無料で読めます しんよこ新聞

ネットで注目の話題

● 菊名で「障害児者向け多機能型拠点」が開所

菊名4丁目の綱島街道沿い、菊名記念病院の隣接地に医療
的ケアを必要とする障害児・障害者向けの多機能型拠点「び・
すけっと菊名」が4月にオープン。市内4カ所目の施設として、
主に港北区・鶴見区内からの利用を想定しているとのことです。
また同施設前には「菊名記念病院前」のバス停も新設されて
います。

【裏面もご覧ください】

【発行元】 一般社団法人 地域インターネット新聞社
横浜市港北区箕輪町2丁目7-60-2C  

新幹線と駅の開業から60年を迎える新横浜の街並み

2021年度からリニューアル工事が行われている「新田緑道」で
は新羽町自治会館に近い場所にあった水施設が7月までに一
新し、ボタンを押すと3分間シャワーが出て、9月末まで水遊び
ができるようになっています。

● 再整備中の新田緑道で「水施設」リニューアル

港北区内13エリアの

「区連合町内会」では、

新年度より「大倉山地

区連合町会」の竹﨑

理浩（よしひろ）さん

（太尾親和町会）が新

会長に就任していま

す。

年の軌跡」が2023年12月に
港北区役所で開かれ、数代
にわたり地元に住む新横浜
町内会会長の金子清隆さん
と理事の臼井義幸さん、新
横浜ラーメン博物館の館長・
岩岡洋志さんが何もなかっ
た場所が発展してきた過程
を懐かしい思い出とともに語
りました。

同町内会では今年30回の記念
開催となる秋の恒例イベント「新
横浜パフォーマンス」で駅開業60
年を記念する企画も行う予定。
まちづくり面では、市内2番目の
道路協力団体を発足、街の緑化
活動にもより注力し、イベントも新
たに企画・実施しています。「シンヨコハマルシェ」を初開催

港北区は3月、新羽地
区と城郷地区（小机・鳥
山・岸根）に各50カ所ず
つ計100カ所で河川が氾
濫した場合の最大想定
浸水の深さを記した電柱
巻付け看板 「まるごとま
ちごとハザードマップ」を
設置し、水害への備えを
呼び掛けています。

大倉山は竹﨑さん（後列左）が新会長に

 新羽・城郷地区に100カ所
電柱に想定浸水の看板を新設

日産スタジアムにも近い小机地区
では最大5.1mを想定

東海道新幹線と新横浜駅は1964（昭和39）年10月1日
の開業から今年（2024年）で60周年。街の成り立ちや発
展を伝える企画が行われ、新たな「地域まちづくり」への
挑戦も行われています。
港北区の成り立ちや歴史などを学ぶ「港北地域学」講

座で「新横浜の過去・現在・未来～新横浜駅開設60周

写真左から臼井さん、岩岡さん、金
子さんが60年にわたる歴史や変遷
を熱く語った

2022年10月から改装工事を行っていた「シンコースポーツ神奈
川県立武道館」が4月20日に再オープンし、すべての道場に冷
暖房設備が備わったほか、シャワー室やトイレの改装も行われる
など快適性が増しました。

● 岸根公園の「県立武道館」が冷暖房完備し刷新



澤口税務会計事務所 （ＰＲ）

日吉の税理士・澤口事務所が「無料相談会」、開所10年で“つながり”広がる

「しんよこ新聞」はパソコン・スマートフォン・タブレットでどなたも無料で読めます しんよこ新聞

2024年8月1日（第7号）

しんよこ新聞ではフェイスブック、旧ツイッター、 LINE公式アカウント、インスタグラムでも日々情報を発信中です

■代表税理士・澤口洋輔 プロフィール■

1980（昭和55）年神奈川区松見町生まれ。高校在学時

までを菊名や大倉山周辺の港北区内で過ごす。中央大

学法学部卒。 2015年7月澤口税務会計事務所を開所。

港北区日吉エリアを拠点に税理士活動を行うほか、セミ

ナーなどの講師としても登壇。2023年2月までに事務所

をリニューアル拡張、事務所の代表者として運営も行う。

元野球少年、実家は大倉山。

日吉4-5-18  ビクトリア日吉
（日吉駅東口から徒歩約5分） 

営業時間：8時～20時
定休日：日曜・祝日
TEL：045-595-9477

FAX：045-595-9478

E-mai：info@ss-kaikei.com 

Twitter・Facebookページ：
@sawazeirishi

 ※駐車場あり（要事前予約）

港北区新横浜の司法書士・佐伯啓輔さんを新たに迎え、

日吉での無料相談会をスタートしました。日吉駅から徒歩

約5分、慶應義塾大学・矢上キャンパス寄りの綱島街道

沿いにある「澤口税務会計事務所」（澤口洋輔代表税理

士）は、今年7月に開所10年目に突入。周辺エリアの “よ

ろず相談所“として、法律・年金の専門家などを招いた無

料相談会を定期開催中です。

● 司法書士・佐伯啓輔さんと初の「相談会」

澤口税務会計事務所（日吉4）では、7月26日（金）・27

日（土）と、8月30日（金）・31日（土） の8時から20時まで

（要事前予約・1時間まで）、相続・税金の「無料相談会」

を開催。今回からは、新横浜2丁目に事務所を置く「司法

書士佐伯啓輔事務所」代表の佐伯啓輔さんを日吉に招

いての相談会として実施する予定です。

これまで以上に、深まる「地域でのつながり」を活かしな

がら、個人やビジネスでの確定申告や譲渡、相続、贈与

といった「税金」の申告や節税はもちろん、不動産の建替

や売却、創業や廃業、事業承継（M&A）や金融、融資や

借り換えといった法人・個人事業主の資金繰りなど、より

幅広い相談にも対応していきたいと語る澤口さん。

「澤口税務会計事務所」の社員・スタッフは20人体制に増員している
（公式サイト： https://sawazeirishi.com/ ）

● 築いたネットワーク力で“幅広い相談“に対応

昨年（2023年）4月からは、新たに社会保険労務士・

ファイナンシャルプランナーとして活躍している、横浜

市内在住の小林浩さんを招いた「年金相談会」を開催

してきましたが、「相続・税金の無料相談会は約1年2カ

月ぶりの開催になります」と代表税理士の澤口洋輔さん。

  「事務所の増員で、社員・スタッフを20人体制に拡充

することが出来たことから、定例開催を再び行うことにし

ました」と、より多くの相談対応を行えることを喜びます。

今後は、（司法書士の）佐伯さんが専門とする遺言や

後見（見守り）、信託法的サービスや遺産分割、不動産

や法人登記、法的紛争などといった内容にも対応が可

能とのことで、「佐伯さんは横浜市内や港北区近郊の案

件も多く手掛けていますので、安心してご相談いただけ

れば」と、無料相談会への参加を広く呼び掛けています。

出身地である菊名・妙蓮寺や大倉山、そして現在も在

住する日吉近郊での企業や人的ネットワークもさらに広

がっているとのことで、「地域の身近な相談所として、ぜ

ひお気軽にお立ち寄りください」と、“いざ”という際にも、

自身や事務所を“頼れる”事務所としての発展を志してい

く考えです。

ホームページも刷新へ

日吉4丁目・綱島街道沿いにある

新たに横浜市出身
の司法書士・佐伯
啓輔さん（右）を招き
無料相談会を開催
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